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第 4部 快 適 環 境 づ く り

豊か な緑、 さ わ やか な空気、 清 ら か な水辺 、 美 し い街な みや歴史的な雰囲気な どが 、 バ ラ ン ス よ く 備

わ っ た 快適な環境 ( ア メ ニ テ ィ ) は 、 生活に う る お い と やす ら ぎ を与 え る な ど様々 な恵み を も た ら し 、

健康の維持、 増進 、 精神の リ フ レ ッ シ ュ あ る い は 、 子供の健やか な成長に欠かせな い も のであ る 。

こ の よ う な生活の質の 向上、 精神的な豊か さ を環境に求め よ う と す る 要請に応え る た め 、 公害の防止

や 自 然環境の保全に と ど ま らず、 快適な環境を積極的に創造 し て い く こ と が ま す ま す重要な課題 と な っ

て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 県では次の よ う な施策を実施 してい る 。

1 快適環境整備事業の推進

昭和61年度の環境庁の 快適環境整備事業の対象地域 と し て米子市が指定 さ れた こ と に伴い 、 ｢活力 、

と ロ マ ン の あ る ふ る さ と づ く り を理念 と して 、 美 し い ま ち を つ く る 、 楽 し い ま ち を つ く る 、 人に優 し

い ま ち をつ く る ｣ と い う こ と を 内容 と し た米子市ア メ ニ テ ィ タ ウ ン 計画策定の促進を図 っ た。 ト

同市においては 、 快適環境づ く り を総合的、 。十画的に進めて い く た め 、 計画策定に市民の参画 を求 m

　 　 　 　 　
平成元年度‘は ‘ “ “名水“保全‘活用 “図 “ “ “羽合町言第廻欲保全“集い, “ 開催 ● ;

た 。 ま た 、 平成 2 年12月 に ｢因伯の名水｣ と して 。十 5 の水域を追加選定 した。 ;

こ れ ら の名水について は 今後、 周辺の環境整備を促す と と も に 、 そ の活用 と 保全を積極的に進め ミ
　 　 　　　 　

し )〕 “ o i i
　

3 鳥取県を美 し く する運動

県民のすべて が健康で文化的な生活を営むため には 、 生活環境を清潔で 快適な も の にす る 必要が あ

る 。

ごみの な い清潔な生活環境づ く り は 、 我々 県民に課せ ら れた義務であ り 、 県 市町村の積極的な施

策 と と も に 、 県民一人一人の正 し い理解と協力を得て強力 に推進 して ゆ く 必要が あ る 。
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こ のた め 、 昭和46年か ら市町村及び各種関係団体の協力の も と に ｢鳥取県を美 し く す る運動｣ を実

施 し 、 県民の環境保全意識を高揚 し 、 河川 、 海岸等公共の場所か ら ごみ を一掃す る 運動を展開 し て き

た 。

平成 3 年度の事業実施結果は次の と お り であ る 。

( 1 ) 運動期間 平成 3 年 9 月 1 日 ~ 9 月 30 日

(2) 運動内容

ア 広報活動

ポ ス タ ー を500枚作成 し 、 保健所 ･ 市町村に配布 し 、 併せて市町村広報紙に運動の趣旨を掲載

す る と と も に 、 有線放送等を通 じ て運動への参加 と 意識の高揚を図 っ た 。

イ 知事表彰

地域環境美化に功績の あ っ た団体 ･ 個人に対 し知事表彰を行 っ た。

( 日 野川 を美 し く す る 会、 大下豊蔵氏)

ウ 清掃活動

市町村、 各種団体、 自 治会等が中心 と な り 河川 、 湖沼 、 海岸 、 公園等の清掃を実施す る と と も

に不法投棄 ごみの除去を行 っ た 。

ェ 不法投棄の監視指導

市町村 ･ 保健所が 、 不法投棄の監視指導パ ト ロ ー ル を実施 し た 。 更に警察の協力を得て不法投

棄者の監視取締パ ト ロ ー ル を実施 した 。

オ ご み容器、 立札の設置

公共の場所に ごみ容器を設置す る と と も に 、 不法投棄を し な い よ う 立札を設置 し た 。

力 各種会合

美化意識の高揚を図 る た め会合を開 く と と も に 、 浄化槽の設置者に対 し維持管理講習会を実施

した。

4 環境月 間

昭和47年国連総会において毎年 6 月 5 日 を ｢世界環境テー｣ と す る こ と が決議 さ れ、 こ れを受けて

我が国 にお いて も 、 こ の 日 を初 日 と す る 1 週間を ｢環境週間｣ と す る こ と と さ れた 。

こ の週間は 、 環境問題に対す る 認識を深め 、 公害防止や 自 然環境保全を強力 に維持す る ため の全国

運動を展開 し よ う と す る も ので あ る が 、 平成 3 年度は 、 1992年に ブ フ ジ ルで開催 さ れ る ｢地球サ ミ ッ

ト ｣ に 向 けて 6 月 を ｢環境月 間｣ と位置付け 、 全国的に幅広い運動が行われた。 本県に おいて も ･ こ

の趣旨 に沿 っ て市町村及び各種団体の協力の も と に多彩な行事を実施 し 、 環境保全についての意義を

広 く 県民に普及 し 、 啓発に努め る ため各種の行事を行 っ てい る が 、 平成 3 年度の実施状況は次表の と

お り であ る 。
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表153 平成 3 年度環境月 間行事実施状況一覧表

行 事 名 実施主体 協 力 行 事 内 容 行 事 成 果 備 考

礎期間ポス ター

の掲示

研修会の開催

。己念植樹

施設公開

特定事業場排水

劃査

交通公害環境周

査

環境整備飼査

エ コ マ ー ク商品

特売会

環境美化作文募

集

公害苦情相談

コ ー ナー の開設

生活排水対策活

動説明会

環境保護実践講

座

海浜、 河川 、 湖

沼等公共場所の

痘掃

県

市 町 村

県

市 町 村

市 町 村

県

県

市 町 村

鳥 取 市

米 子 市

米 子 市

境 港 市

岩 美 町

県

市 町 村

市 町村

環境庁ポ ス タ ー 1 , 1 00枚を市町村、

保健所等に配布

県 、 市町村の公害担当職員を対象

と した環境問題に関す る研修を中

部総合事務所で実施 した。

鳥取市ほか 2 市 2 町でボ ー イ ス カ

ウ ト 、 ガール ス カ ウ ト 、 保育園児

等に よ り 。己念植樹を実施 した。

鳥取市ほか 2 市 2 町で清掃工場、

下水処理場等を一般に公開 し 、 環

境保全についての啓発を行っ た。

県下の水質汚濁防止法、 公害防止

条例に基づ く 特定事業場の排水搦

査を実施

交通頻繁地区におけ る 大気騒音振

動の周査を実施

工場、 事業場の点検 と ごみの不法

投棄の実態調査及び ごみの除去

エ コ マ ー ク 商品の普及を図 る ため

の展示即売会の開催

小中学生を対象に公害、 環境に関

す る作文を募集

市役所に公害苦情相談 コ ー ナ ー を

設置

自 治会単位で生活排水対策に関す

る説明会を開催 し 、 ろ過袋等を配

布

一般町民を対象に環境保全に関す

る 講習会を開催

市町村の呼び掛けに よ る 自 治会等

に よ る 清掃活動の実施

50名参加

ソ メ イ シ ノ ウ

メ 等 240本

。十 675名参加

。十 55事業場

。十 4 市 5 町の23

地点で実施

不法投棄場所の実

態覊査 11市町村

約 150名参加

約 500名応募

上道公民館ほか 7

か所で開催

。十 235名参加

51名参加

25市町村で45 , 238

人が参加

-161-



第 5 部 総合的 な環境保全行政



第 5部 総合的な環境保全行政

第 1 節 環境影響。平価

大規模な開発事業を実施 し よ う と す る 場合 、 そ の事業の実施が周辺の環境に どの よ う な影響を与え る

か 、 事業実施前にあ ら か じ め調査、 予測 、 評価 し 、 自 然環境の保全、 公害の未然防止を図 る た め 、 平成

3 年1 1 月 に ｢鳥取県環境影響評価実施要綱｣ を制定 し 、 平成 4 年 2 月 か ら 施行 し て い る 。 こ の要綱の対

象と な る 事業の種類と規模は 、 表154の と お り であ る 。 今後要綱を適正に施行 し 、 環境の保全 と 公害の

防止を 図 っ て い く こ と に して い る 。

154 、 コ 実施要綱の対象事業一覧表

種 類 対 象 事 業 規 模

道 路 の 建 設 ①高速道路の新設、 改築、 ②道路交通法上の道路で 4 車線1o km以上の も の

鉄 道 の 建 設 新幹線の建設、 改良

飛 行 場 の 建 設

①2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を有す る 飛行場の新設

②2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を増没す る も の又は滑走路の長 さ を500 メ ー ト ル以上

延長す る も の (延長後の長 さ が2 , 500 メ ー ト ル以上であ る も の に限る 。 )

ダ ム 又 は放水路

の 建 設

①湛水面積が200ヘ ク タ ー ル以上の も の

②土地改変面積が100ヘ ク タ ール以上の放水路の新設

埋立て 又 は干拓 埋立て及び干拓の区域の面積が50ヘ ク タ ールを超え る も の

廃棄物処理施 設

の 建 設

①処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 ト ン以上の ごみ処理施設等の設置

増加す る処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 ト ン 以上の ごみ処理施設等の変更

②処理能力の合。十が 1 日 当た り 100キ ロ リ ッ ト ル以上の し尿処理施設の設置

増加す る処理能力の合。十が 1 日 当た り 1のキ ロ リ ッ ト ル以上の し尿処理施設の変更

③埋立ての区域の面積が30ヘ ク タ ー ル以上の最終処分場の設置

変更後の面積が30ヘ ク タ ール以上 と な る最終処分場の変更

電 気 工 作 物

(発電所) の建 設

出力 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の設置

増加す る 出力が 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の変更

工 事 等 の 建 設

1 日 当た り の平均排出水量が10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当た り の最

大排出ガス量が40 , 000 ノ ル マ ル立万 メ ー ト ル以上の も のの新設

増加す る 1 日 当た り の平均排出水量が10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当

た り の最大排出 ガス量が40 , 000 ノ ル マ ル立方 メ ー ト ル以上と な る 変更

住宅団地の造成 施行す る 土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

土地区画整理事業 施行す る土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

工場又 は事業場

用 地 の 造 成
一団の土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

ゴル フ場又はスキー場

用地の造成又は整備
一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ール以上の も の

農 用 地 の 造 成 施行す る土地の区域の面積が500ヘ ク タ ー ル以上の も の

岩石等採取事業 施行す る 一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ー ル以上の も の
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第 2 節 鳥取県地域環境保全基金について

平成 2 年 3 月 に環境庁の補助を受け、 環境保全に関す る 知識の普及 、 実践活動の支援等地域に根 ざ し

た環境保全活動を推進す る た め 、 ｢鳥取県地域環境保全基金｣ を設置 し た 。 (基金の額 4 億円 )

こ の基金の運用益に よ り 平成 2 年度か ら各種の環境保全に関す る 普及啓発事業を実施 して い る が 、 平

成 3 年度に実施 し た事業は表 の と お り であ る 。

第 3 節 環境教育の推進

近年、 国民の生活用式の変化、 消費の増大等に よ り 生活排水に起因す る 河川や湖沼 の水質汚濁、 ごみ

の処理問題、 自 動車交通量の増大に よ る 大気汚染な ど住民一人ひ と り が被害者であ る と 同時に加害者で

あ る都市 ･ 生活型公害が顕在化 して い る 。 ま た 、 フ ロ ン ガ ス に よ る オ ゾ ン層 の破壊、 地球温暖化、 酸性

雨な ど の地球的規模の も の ま で、 環境問題は複雑、 多様化 して い る 。 こ う し た環境問題の解決のために

は 、 行政は も と よ り 県民一体と な っ た取組が必要であ り 、 ま た 、 県民一人ひ と り が環境 と の関わ り につ

いて理解を深め 、 責任あ る 行動が と れ る よ う 学習す る こ と が重要であ る 。 こ の た め 、 平成 3 年1 1 月 に学

識経験者、 関係行政機関職員。十16名 で構成す る 鳥取県環境教育検討委員会を設置 し 、 鳥取県 におけ る環

境教育を推進す る ための基本方針の策定に当た り 、 平成 4 年 3 月 に ｢鳥取県環境教育基本方針｣ (やす

ら ぎ と う る おい の あ る 快適な環境をめ ざ して ) を策定 し た 。
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平成 3 年度地域環境保全基金事業概要

1 地域環境保全活動基本方針策定事業 鳥取県の環境教育を推進す る ための基本方針であ る ｢鳥取県環

境教育基本方針｣ を学識経験者、 行政機関職員か ら構成する鳥取

県環境教育検討委員会を設置 して策定

2 廃棄物不法投棄民間監視員設置事業 産業廃棄物の適正処理を推進 し 、 生活環境の保全を図 る ため 、

平成 2 年度に設置 し た ｢産業廃棄物の不法投棄の監視等を行 う 民

間監視員｣ を県内各市町村 ご と に引 き続き 設置 した 。

3 ごみ減量化対策推進事業 ｢鳥取県を美 し く す る運動｣ の充実を図 り 、 ごみ の排出量の抑

制、 発生 した ごみの資源化についての啓発を行 う と と も に 、 市町

村職員の研修会の実施等に よ る資源回収の推進

4 生活排水対策推進事業 水質汚濁の著 し い湖沼流域の市町村連絡会議の開催、 普及啓発

ビプオの作成、 配布を行っ た。 生活排水対策普及キ ャ ン ペー ン事

業 と してテ レ ビ ス ポ ッ ト 放映の実施

生活雑排水対策推進員の事例発表等を含む生活排水対策推進大

会の開催、 ｢実践活動事例集｣ 、 ｢生活排水対策カ レ ン ダー｣ の

作成、 配布

5 少年少女環境ふれあい推進事業 21世紀を担 う 小中学生を対象 と して 、 身近な環境問題を調査、

研究 して も ら い 、 環境問題に対す る理解と 認識を深めて も ら う た

め、 次の 3 つの事業を実施 し、 研究成果について発議会を開催 した。

①樹木の大気浄化能力度チ ェ ッ ク 事業 (樹木の蒸散作用を利用

して樹木が大気浄化に果たす役割を理解す る 。 )

②星空 ウ ォ ッ チ ン グ事業 (星空の観察に よ り 大気汚染について

の理解 と 認識を深め る )

③環境パ ト ロ ール事業 ( 自 分た ち に身近な ごみ の問題や、 水の

汚れ等の問題についてテーマ を決めて 、 自 分た ち の ま ち を澗

査研究す る 。 )

6 自 然観察指導員設置事業 県内で開催 さ れ る 各種の 自然観察会等において 自 然解説を行 う

指導者を養成す る ため 、 研修会を開催 し 、 鳥取県 自然観察指導員

と して認定 ･ 登録 し 、 適正な 自然保護思想の普及を推進

7 鳥取県の 自然掲査事業 本県に分布す る優れた 自然を調査 し、 そ の重要度の分類を行い 、

自 然を解析 し 、 保護すべ き も の並びに保護すべ き地域を選定 し 、

自 然の保護の詞和を図 る ための啓発資料の作成
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